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平成２８年士幌町議会第２回臨時会

３月２５日（金曜日）午後３時３０分開会１ 議事日程第１号

日程番号１ 会議録署名議員の指名

日程番号２ 会期の決定

（諸般の報告）

日程番号３ 議案第１号 平成２７年度士幌町一般会計補正予算

２ 出席議員（１１名）

１番 細井 文次 ３番 秋間 紘一 ５番 河口 和吉 ６番 清水 秀雄

７番 飯島 勝 ８番 出村 寛 ９番 森本 真隆 １０番 大西 米明

１１番 加藤 宏一 １２番 中村 貢 １３番 加納 三司

３ 欠席議員（１名）

２番 和田 鶴三

４ 地方自治法１２１条の規定による説明のための出席者

町長 小林 康雄 代表監査委員 佐藤 宣光

教育長 堀江 博文

５ 町長の委任を受けて出席した者

副町長 柴田 敏之 保健医療福祉センター長 山中 雅弘

総務企画課長 寺田 和也 会計管理者 土屋 仁志

町民課長 波多野 義弘 保健福祉課長 大森 三宜子

産業振興課長 高木 康弘 産業活性化担当課長 亀野 倫生

建設課長 増田 優治 道路維持担当課長 佐藤 英明

病院事務長 山下 慎也 特別養護老人ホーム施設長 金森 秀文

子ども課長 高橋 典代 消防署長 淡中 済

６ 教育委員長の委任を受けて出席した者

教育課長 辻 亨 高校事務長 藤村 延

給食センター所長 鈴木 典人

７ 農業委員会会長の委任を受けて出席した者

事務局長 細野 幸彦

８ 職務のため出席した議会事務局職員

事務局長 瀬口 豊子 総務係長 藤内 和三
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９ 議事録

（午後１５時３０分）

加納議長 ただいまの出席議員は11名です。

なお、２番、和田鶴三議員より欠席届が出ておりますので、報告し

ます。

定足数に達しておりますので、ただいまから平成28年第２回士幌町

議会臨時会を開会します。

なお、本日の開会時間は、会議規則第９条第２項の規定により、午

後３時30分からに変更しましたので、ご了承願います。

これから、本日の会議を開きます。

議事日程は、お手元に配付のとおりです。

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。１

会議録署名議員は、会議規則第125条の規定により、８番、出村寛

議員及び９番、森本真隆議員を指名いたします。

日程第２、会期の決定を議題といたします。２

。 、 。お諮りします 本臨時会の会期は 本日１日間としたいと思います

これに異議ありませんか。

（異 議 な し）

加納議長 異議なしと認めます。

したがって、会期は本日１日間に決定いたしました。

これから諸般の報告を行います。

閉会中の議会の主な出来事については、お手元に配付した事務報告

により、ご了承願います。

次に、北十勝２町環境衛生処理組合議会に関する定例会報告は、お

手元に配付のとおりですので、ご了承願います。

、 、 、なお 審議内容につきましては 議員控室に配置しておりますので

随時閲覧ください。

これで諸般の報告を終わります。

日程第３、議案第１号「平成27年度士幌町一般会計補正予算」を議３

題とします。

朗読を省略し、理事者の説明を求めます。総務企画課長。

寺田総務 総務企画課長、寺田より説明申し上げます。

［ ］ 、企画課長 議案第１号 平成27年度士幌町一般会計補正予算 第８号 ですが

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ4,224万6,000円を追加し、歳

入歳出予算の総額をそれぞれ72億8,957万5,000円に改めようとするも

のでございます。

繰越明許費は 「第２表 繰越明許費」によるものといたします。、

今回の補正予算でございますが、国の平成27年度補正予算でありま

す、地方創生加速化交付金事業に採択された事業に要する経費の計上

及び農業振興基金等の利息確定に基づき、基金事業の精算を行うもの
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でございます。

交付金事業の実施計画として国へ提出しました事業名は、単独事業

といたしまして、町立農業高校における農業先端技術とマーケティン

グ学習による魅力の向上と町の波及促進事業、広域連携事業といたし

まして北海道との連携事業で、十勝アクティブシニア移住交流促進事

業、帯広市との連携事業で十勝アウトドアブランディング事業、十勝

・イノベーションエコシステム構築事業、クリエイティブ人材移住促

進事業の３事業、合わせまして５事業となっております。

なお、今回の地方創生加速化交付金事業の経費につきましては、連

携事業については総務管理費に、単独事業につきましては高等学校費

に新たな目として地方創生加速化事業費を新設し、予算計上を行った

ところでございます。

、 。それでは歳出から説明いたしますので ７ページをお開き願います

２款１項18目地方創生加速化事業費で９節旅費では、移住フェア参加

及び移住ニーズ調査の旅費で70万円、11節需用費では移住フェア、ニ

ーズ調査にかかる消耗品費、定住促進住宅改修、修繕料を合わせまし

て、240万円を計上しております。12節役務費では、移住等町ＰＲ用

広告料として35万円、13節委託料では空き家空き地情報調査業務、食

と農の学習体験プログラム開発業務、農園付き住宅等調査・計画策定

委託料を合わせまして、485万円の計上でございます。14節使用料及

び賃借料は北海道移住フェア出展料２ヶ所分で30万円、15節工事請負

費は町有建物等解体工事で旧下居辺保育所の解体工事330万円、19節

負担金補助及び交付金では、帯広市との連携事業であります３事業の

負担金として18万円を計上しております。特定財源といたしまして、

地方創生加速化交付金1,098万円を充当しております。

、 、８ページに移りまして ６款１項４目農業振興基金運用事業費では

19節負担金補助及び交付金は海外農業事情視察研修事業、基幹作物輪

作維持支援事業の実績により1,136万3,000円を減額し、基金利子の確

定により25節積立金で特別分、一般分を合わせて3,130万3,000円を増

額するものでございます。特定財源につきましては、基金利子収入を

増額し、基金繰入金、基幹作物輪作維持支援事業負担金を減額するも

のでございます。

５目農業振興人材育成基金運用事業費は、１節報酬、９節旅費で実

績により減額し、基金利子の確定により25節積立金を30万1,000円を

追加するものでございます。特定財源につきましては、基金利子収入

を増額充当しております。

８目農地利用集積円滑化事業基金運用事業費では、19節負担金補助

及び交付金で事業助成金83万9,000円を追加し、基金利子の確定によ

り25節積立金を９万円増額するものでございます。特定財源につきま

しては、基金利子収入、雑入金を増額充当するものでございます。
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続いて９ページでございます。10款４項５目地方創生加速化事業費

では、９節旅費で職員視察等旅費を15万円、11節需用費で消耗品費で

15万円、13節委託料で、農業先端技術活用研究事業、新特産品開発等

調査研究事業、地場産品等広報研究事業委託料合わせまして870万円

を計上してございます。特定財源といたしまして、地方創生加速化交

付金850万円を充当しております。

、 。次に歳入について説明いたしますので ６ページをお開き願います

特定財源以外の一般財源でございますが、９款１項１目地方交付税の

普通交付税に160万円を計上いたしまして、収支のバランスを取った

ところでございます。

次に４ページをお開き願います。第２表繰越明許費ですが、今回の

補正予算の地方創生加速化交付金事業につきましては、年度内に完了

することが困難なことから、翌年度へ繰越し実施しようとするもので

。 。あります ５事業総額で2,108万円となっているところでございます

なお、最終10ページには人件費の内訳としまして、特別職の給与費

明細書を掲載しておりますので参照願います。

以上で説明を終わります。よろしく審議を賜り、原案のとおり可決

決定いただきますようお願い申し上げます。

加納議長 これから質疑を行います。ございませんか。

（な し）

加納議長 質疑を終わり、これから討論を行います。

（な し）

加納議長 討論なしと認め、これから議案第１号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに異議ありませんか。

（異 議 な し）

加納議長 異議なしと認めます。

したがって、本案は原案のとおり可決されました。

これで本日の日程は、全部終了しました。

会議を閉じます。

平成28年第２回士幌町議会臨時会を閉会します。

（ ）午後１５時４０分


